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〈再生紙を使用しています〉> r ~ リーズ橋を多こう」 はお休みします。

叩
月
1
日
『
北
陸
新
幹
線
』
『
し
な
の
鉄
道
』
開
業

叩
月
1
日、

『北
陸
新
幹
線
(
東
京
i
長
野
間
)
』
と

『
し
な
の

鉄
道
」
が
開
業
。
そ
れ
ぞ
れ
、
上
田
駅
を
聖
車
す
る
一
番
列
車
に

あ
わ
せ
て
出
量
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
幹
線
は
、
昨
年
日
月
に
開
通
し
た
上
信
越
自
動
車
道
と
と
も

に
、
首
都
圏
と
直
結
し
た
大
動
脈
に
。
そ
し
て
し
な
の
鉄
道
は
生

活
に
密
着
し
た
地
域
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。



保育園制度が見直しされ
入園の方式が変更されます

少
子
化
や
夫
婦
共
働
き
牢
抵
の
一
般
化
な
ど
、

社
会
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

変
化
に
対
応
し
て
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

白
整
備
を
図
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
全

育
成
を
支
援
す
る
た
め
「
児
童
福
祉
法
」
が
一

部
改
正
さ
れ
、
来
年

4
月
l
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
白
改
正
に
よ
り
、
平
成
叩
年
度
白
人
閣
申

し
込
み
は
、
放
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

山川
q
向
窃
儲
斜
嫁
理
市諸
官

平
成
凶
年
度
か
ら
入
国
方
式
が
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
入
国
申
請
書
に
基
づ
き
、
市
が
入

閣
す
る
保
育
闘
を
決
定
す
る

『措
置
制
度
』
と

い
う
方
式
で
し
た
が
、
改
正
後
は
保
育
園
に
関

す
る
情
報
に
よ
り
、
保
革
者
が
希
望
す
る
保
育

閣
酬
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

入
国
希
望
の
崩
告
は
、
人
圃
申
込
書
を
提
出

C 

し
て
く
だ
さ
い
。
畳
け
付
け
は
各
保
育
園
、
市

役
所
保
育
課
で
行
い
ま
す
。

-
入
園
で
き
る
基
準

保
育
聞
に
人
閣
で
き
る
基
準
は
従
来
と
同
線

で
す
。
詳
し
く
は
保
育
園
入
刷
申
し
込
み
の
手

続
き
、
ま
た
は
保
育
凶
入
園
町
し
お
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

-
遇
考
方
法

ひ
と
つ
の
保
育
凶
に
お
い
て
、
受
け
入
れ
で

き
る
園
児
数
以
上
に
入
園
希
望
者
が
あ
っ
た
場

合
は
、
保
背
諜
に
お
い
て
選
考
を
し
ま
す
。

選
考
の
方
法
は
、
家
庭
状
況
、
就
労
状
況
等

を
考
噂
し
て
、
保
育
一
一
!
ズ
が
高
い
か
た
、
母

子

・
父
子
家
庭
の
か
た
を
橿
先
し
て
選
考
し
ま

す
。

-
広
域
入
閣

保
護
者
の
岨
勤
途
中
に
保
育
園
が
あ
る
な
ど

で
、
他
市
町
村
の
保
育
園
に
人
闘
を
希
望
す
る

場
合
は
、
保
育
課
に
入
国
申
込
書
を
挫
出
し
て

く
だ
さ
い
。
人
聞
に
つ
い
て
は
市
町
村
附
で
湖

艶
を
し
ま
す
。

山川
司容
器

保
護
者
に
臼
但
し
て
い
た
だ
く
保
育
料
は
、

加
川
と
し
て
保
髄
者
の
都
世
田
状
況
、
具
体
的

に
は
所
得
位
、
市
民
説
、
固
定
置
産
融
額
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
叩
年
度
の
保
育
料
は

未
定
で
す
が
、
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

川
同

百
同
副
総

H
;
 

各
保
育
園
で
は
、
地
域
白
皆
さ
ん
白
子
育
て

の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
、
相
談
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

干
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

司
観
劇
の
集
い
』

劇
団
や
ま
い
も
に
よ
争
入
居
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

ン
ョ
l
「
な
か
よ
し
」
「
す
て
き
な
カ
レ
ー

ラ
ー
メ
ン
」
「
キ

y
ネ
と
ク
マ
の
は
ん
ぶ

ん
こ
」
白
公
演
で
す
。
ご
番
町
く
だ
さ
い
。

・
と
き

日
月

6
日
嗣
午
前

9
時
印
分
1

日
時
〔
午
前
川
時
間
演
で
す
。
早
め
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
〕

-
と
二
ろ

南
部
保
育
園
ホ
ル

-
対
象

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
(
内

容
は

2
歳
以
上
向
き
)
岨
組

-
入
場

料

無

料

・
申
し
込
み

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(
南
郎
保
育
凶
内
相
談
宅
四
9
6
0
9
6)

7月に実施された移勘保育(リズム遊び「トントントンJ)
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平
成
同
年
度

保
育
園
『
入
国
』

各
保
育
関
(
公

・
私
立
)
で
は
、
平
成
刊
年

度
の
入
閣
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

.
市
申
し
込
み
の
手
続
き

受付期間 受付咽所 受付略聞

11月10日開 入圏在希望

11月12日剛 する保育園

市役所南序

11月13日嗣 書5階第2会

11月14日樹
諸室(保育

園で申 し込

11月17目側 みをυ晶、つ

たかた)

. 保育園入置の畳け付け

-a申
し
込
み
方
法

在
園
児
、
新
入
園
児
と
も
同
じ
日
に
受
け
付

け
を
し
ま
す
。
申
込
瞥
は
在
閣
児
に
は
各
保
育

閣
か
ら
お
挫
し
し
ま
す
。
新
た
に
入
閣
を
希
望

す
る
か
た
は
各
保
育
閣
、
保
育
謀
、
各
支
所
ま

た
は
民
生
・
児
童
要
員
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

く
だ
さ
い
。

-
入
国
で
き
る
基
準

保
行
闘
に
人
闘
で
き
る
基
準
は
次
回
①
か
ら

⑥
ま
で
で
す
。

①
保
謹
者
が
家
路
外
で
働
い
て
い
る
。

②
保
謹
者
が
子
ど
も
と
鰻
れ
て
、
日
常
の
家
事

以
外
の
仕
事
を
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
保
育

が
で
き
な
い
。

③
母
親
が
出
産
の
前
後

④
県
謹
者
が
病
気

の
受
け
付
け

⑤
保
護
者
が
家
臨
の
病
人
等
を
晋
謹
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
白
災
害

-
入
国
申
込
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
の
か
た
源
品
徴
収
摂
白
写
し
ま
た
は

確
定
申
告
書
の
控

(来
年

2
月

1
3月
に
拠

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

保育園の概要-平成10年度

常国2-30-'7実施6:30 3717:30 36 図

マ
内
職
や
パ

I
卜
勤
務
の
か
た
パ
l
卜
タ
イ

ム
ま
た
は
内
職
賃
金
支
払
明
細
書
、
あ
る
い

は
申
込
書
白
証
明
欄
に
事
業
所
の
証
明

マ
出
産
前
陸
の
か
た
母
子
健
康
手
帳

マ
身
体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護
者
が
身
体

障
害
者
の
か
た
身
体
障
害
者
手
帳

マ
保
護
者
以
外
回
同
居
の
親
旗

〔印
歳
未
満
)

の
か
た
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
紅
明
す
る

書
類
〔パ

ー
ト
・
内
職
証
明
、
診
断
轡
な
ど
)

・
乳
児
保
育

乳
児
保
育
を
希
望
の
か
た
は
、
出
生
前
か
ら

受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
持

書
し
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
中
途
入
園

年
度
白
途
中
で
保
護
者
の
育
児
休
業
白
終
了

ま
た
は
緊
急
に
入
園
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
月
か
ら
入
閣
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
育
課

下Z郷806-3実纏6:00 12218叩120 国纏

(
固
⑧
5
1
3
2
)

仁吉田357

延長保育実施圃，"1I1i!の時間内で開園しています。その他の保育園の開園時閣は 平日
で靭8時四分からタ4時30分、土晦日は午後零時四分です。
現児保育の実施園で1;1:O.児から、その他の保育園では 1j鹿児から入国できます.
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「 1
テーブル t
市役所 匝泡mm.
匝~~

情報赤字lあけみさん ?ところ

宜度でお願いLます。

圃 r童陪 ・噌散を歌う会j

マとき 11月27日冊、 1月22日剛午前1引き30-正午 守間師

金升りっこさん、竹内啓子さん マその他賢料代50円.r折紙教室J

7とき 10月238刷、 12月4日同午前10時泊分~午後2時

7聞師柚弁理恵子さん マその他折り紙代100円ぐらい

運動のできるマその他中広間

テ
ー
マ
は

「ふ
れ
あ
い
」

木
と
緑
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

••• 
『蘇
民
将
来
符
」
で
有
名
な
信
濃

国
分
寺
町
梅
入
住
職
白
お
話
や
森
林

や
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
の
体
験

発
事
が
あ
り
ま
す
。
郷
土
の
木
や
緑

に
つ
い
て
い
勺
し
ょ
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
書
加
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

日
月
四
日
刷
午
後

l
時

1
5時
マ

聾
合

上
回
合
同
庁
舎

講

堂

マ

対
象

森
林
、
神
業
に
関

心
の
あ
る
か
た
マ
定
員

初

名

マ
持

ち

物

筆

記

用

具

マ

由
申
し
込

み

上
小
地
方
事
萌
所
林
萌
課
普
及

樺

〔開

8
7
1
3
8)
ま
で

芸
術
の
秋
を
満
喫
/

『第
切
回
記
念
県
展
』

---
V
と
き

凶
月
初
日
倒

i
H月
3

日
開
午
前

9
時

i
午
甚

5
時

マ
と

二
ろ

上
聞
創
造
館

お
出
か
け
く
だ
さ
い

第
幻
回
信
州
版
画
展

••• 
マ
と
き

日
月

6
日
附

1
m日
開

午
前
日
時

1
午
'
嘗
b
時
(
畳
終
日
は

午
桂
3
時
ま
で
)

マ

と
こ
ろ

文

化
セ
ン
タ
ー

マ
入
場

料

無

料

参
加
し
ま
せ
ん
か
7

女
性
問
題
交
流
講
座

••• 
女
性
問
題
吏
読
講
座

『男
女
白
血

い
人
間
凶
器
づ
く
り
講
座
』
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

マ
内
容

出
劇

・
摘
出
「
家
旗
i

今
、
母
性
を
問
う

1
」

マ

傭
師

wu
品
主
字
国
大
学
教
授

・
大
日
方
雅

子

さ

ん

マ

と
き

U
月

1
日
出
午

後
零
時
叫
分

i
4時

マ
と
二
ろ

長
野
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
岡
谷

市
)

マ

入
場

料

無

料

マ
そ
の

他

当
日
午
前
川
時
に
、
市
役
所
本

庁
舎
前
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
ま

す
。
希
望
者
は
叩
月
幻
日
開
ま
で
に

企
瑚
鯨

(問
8
5
1
1
2
)

へ
。

平
成
9
年
度
O
A
講
習

お
気
軽
に
ご
参
加
を
/

プ ・
ロ マ ・
の 内・
人 容
IIIJ 
講パ
官ソ

コ
マン
と お
き ょ

び
11ワ
月 1

-
第
4
固
か
か
し
展

マ
と
き

日
月
2
日
間
5
叩
日
仰

・

+
a夜
ま
つ
り

マ
と

き

日

月
9
日
間
午
睡
2
時

ご
ろ
か
ら

-
第
2
土
植
田
学
習
施
睦
の
開
滋

?
と
き

日
月
B
日
出
午
前
日
時

か
ら

守
内
容

火
成
岩
の
造
岩
鉱

物

msセ
μ
リ
ョ
ク
岩
を
鉱
物
嗣
融

輯
で
観
察
し
、
顕
闇
鏡
写
真
を
機
勺

て
み
よ
う
ノ

3

マ
容
加
料
相
側
料

・
綾
子
映
画
会

(入
組
有
無
料
)

マ
と
き

日
月
8
日
出

・
9
日
間

〔午
前
叩
時
、
午
後
2
時
叩
分
)

マ
よ
検
作
品

罪
い
ろ
う
そ
く
と
人

魚
・
見
捨
」
ワ
れ
た
昨
犬
(
定
員
各
回

団
名
)

-
万
董
敵
碑
拓
本
展

(入
場
無
料
}

マ
と
き

日
月
同
日
出
1
幻
日
同

・
皇
室
コ
ン
サ
ー
ト
3
オ
カ
リ
ナ
が

奏
で
る
心
の

E
ams

?
と
き

H
月
四
日
出
(
午
睡
2

時
、
同
6
時
泊
分
)

マ

定
員

各

国

1
2
0名

V
入
鴻
科

1
0
0

0
円

(
同
月
四
日
出
午
前
9
時
か
ら

創
造
面
畳
付
で
臨
売
。
世
話
は
壬
可
)

・
第
2
土
曜
日

第
4
土
曜
日

『纏

股
無
料
開
銀
』

羽
田

1
ロ
月
四
日
(
第

5
期
)
、
来

年
1
月
四
日
1
2月
6
日
(
第
6
期)、

来
年

2
月
幻
日

1
3月
却
日
(
第

7

期
)

マ
対
車

障
害
を
お
持
ち
で
、

就
臓
を
希
望
さ
れ
る
か
た

(ω故
程

度
ま
で
)

マ

畳
情

料

無

料

(畳

L 

H
月
8
日
と
同
四
日
は
小

・
中
学

技
の
児
童
生
徒
と
同
伴
の
保
瞳
者
の

か
た
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
民
俗
貰

料
館
、
体
育
簡
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
刊
月
白
日
出
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
投
彫
は
あ
り
ま
せ
ん
。

[4J 16 10. 広喜Fラ左足ず9

労働保険J10月は労働保険適用推進月間です。『働くあなたと家族を守る

講
手
当

・
空
通
貨
専
の
支
給
は
あ
り

ま

せ

ん

)

マ
モ
の
他

土
曜
、
日

略
、
祝
日
は
お
休
み
で
す
マ
問
い

合
わ
せ

長
野
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

(長
野
市
中
御
所

3

2

4

・
E

0
2
6
1
2
2
7
1
9
7
7
4)
 



お産の不安を和らげる『母親学級』へ • 
融事費魁tYシタ国司盤的{軌

(阻ゆ411 g) 
60歳以上の皆さん、瓦還などとご参加くださt、

. 'ヨガ教室』

マとき 10月28日刷、11月四日刷、12月16日曲、来年1月20日
出、2月17臼閥、 3}]10日出午後1時間分-2時45分 守情師

お践に対する不安を和らげ、安心して丈夫なJ、ちゃ
んを踏みずfてていくためのお下伝いをさせていただく

のが母親学級です。予約は不要ですので、直接どうぞ。

マ対象 妊娠中のかた UH庵予定日 来珂 4月まで)

マところ 出国母子健康センター (田商事3149)

マ持ち物 母子陸康手帳、軍記用具、テキスト代5

00円マ問い合わせ出回支所(固胞3000)

・母級学級の日程と内容

「米
・

こ
め
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

コ
メ. 

••• 
こ
白
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
米
消

費
拡
大
事
遣
の

一
段
と
し
て
、
米
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
新
鮮
な
企
材

を
使
つ
て
の
お
ふ
く
ろ
の
味
を
子
と

も
た
ち
に
伝
え
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

家
庭
作
り
を
目
術
し
開
催
さ
れ
ま
す
。

ミ
ニ
コ

ン
サ

ト

と
「
贋
」

に
閲
す

る
す
べ
て
を
且
、
聞
き
、
体
験
で
き
、

新
鮮
な
良
市
産
物
も
買
え
る
こ
申
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

U
月

9
日
制
午
前
凶
時

i
午
後

3
時

(雨
天
決
行

)

マ

と

こ
ろ

上
野
が
丘
公
民
館

マ
内
容

①
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

(上
田
市
出

回 月B 内容

j 1 10月四日剛
自己紹介 (仲間づくり) ・銀短ゅの生活
ui<ちゃんの生活と保育

2 11月5日剛
赤ちゃんの栄聾(母現の".おっぱいの手入れ)

お母さんの栄養

3 11月12日刷
呼吸法と妊婦体鋤(実妓)
お母さんと赤ちゃんの歯を守るために(実冒)

4 11月19日剛 赤ちゃんのおふろの入れ方(実冒〉

5 11月四日剛
際演 [子育てと観子のきずな]

先輩ママからのメ vセージ

-・時間1;1午後1時30分-4時(受け付けは午後1時から}です。
.:.3回目の持ち物1;1 ハプラν コップ、手鏡です。

t
z
z
 

身
白
馬
島
口
升
さ
ん
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
!
)

②
良
否
定
物
販
売
「

7

ナ
l

③
体
験
コ
ー
ナ
ー

(
う
す
と

き
ね
で
お
も
ち
つ
き

・
お
に
ぎ
り

・

繭
王
作
り
・
わ
ら
鰍
工
等
)

④

展

示
コ
ー
ナ
ー

(米
で
打
っ
た
ア
イ
デ

ア
お
や
つ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

・
お
米

白
加
工
品
等
)

マ

書

加

料

無

料

マ
主
憧

「米
・
コ
メ
・
こ
め
」

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
蚤
且
金

.
米
で
作
っ
た
ア
イ
デ
ア
お
や
つ
コ

ン
テ
ス
ト
作
品
事
聾

マ
応

募

四

月

別

日
幽
ま
で
に
お

や
つ
名
、
材
料
お
よ
び
分
量
、
作
り

方
、
特
に
工
夫
し
た
点
と
住
所
、
氏

名
、
屯
時
帯
号
を
記
入
し
股
林
孫
、

置
秀
作
品
は
展
示
コ
ナ

I
へ
展
示

し
、
賞
状
と
記
念
品
を
、
ま
た
応
募

開
私

一日

払
W
ト

信
号

R
E
Z

咽

M
4
2

え

m
州
M

考

醐

+A甲
山
間

錨
回
同
醐

F
F
h
川

ド
勤
恥

制
“
山
崎
世

a暗
唱
唱
回
』

F
E

-

交

固

E
'

日
掛
且

10月28日I*l 醐 午桂l時却時 間揖午接持

上田市民会館大ホール

き

-ところ

.と

者
全
貝
に
書
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

段
持
諜
倫
理
砂

5
1
2
2)
 

甲
穣
防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会
に

••• 
マ
と

き

日

月
日
日
同

・
H
日
制

午
前

9
時

i
午
後

4
時
初
分

マ
と

二
る

市
民
会
館

2
階
会
議
室

マ

責
措
防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
か

た

マ
畳
稿
料

金
R
3
5
0
0円、

非
会
員

5
0
0
0円

マ
定
員

先

着

1
0
0名

マ
自
申
し
込
み
凶
月

却
日
側

1
日
月

5
日
制
に
消
防
本
部

予
防
課

(胴
8
0
0
2
9)
ま
で
。

長 谷 川 慶 太郎さん(国際エコノミスト)

入場監理砕をお持

ちのかたを置先と

しますa

上田市・上回商工

会議所

.共催信濃毎日新聞社

・入湖聾理券取り扱い

問い合わせ

上岡市商工課 (III!ゆ 53
95)，上回商工会暗所

(圃ゆ4500)

.入湯

-主催

飾.11 

一
本
局
昆
に
怠
っ
た
も
の
、
ほ
一

一
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
51
一

↑
生
活
環
境
線
(
内
館
1
3
8
一

一O
)
へ
ご
週
絡
を
.
一

不

mn聞
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
撫
斜
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
凶
は
6

か
月
聞
は
そ
の
ま
ま
登
録
し
ま
す
・

マ
ベ
ビ
l
パ
ス

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
ガ
ス
ス
ト
プ

〔プ
ロ
パ
ン
周
}

マ
γ

ン
グ
ル
マ
ヲ
ト
レ
ス

マ
学

制日銚

V
米
び
つ

マ
電
気
オ
ル
ガ

ン

マ
ウ
a
dア
4

ン
グ
ド
レ
ス

マ

白
川
か
ご

マ
自
転
車
補
助
い
す

マ
エ
ア
コ

μ

マ
洗
端
機

マ
自
転
車

A

剖
イ

ー
'
チ
以
上
}

マ

パ
イ
ク

マ
ガ
ス

テ
ー
ブ
ル

{梅
市
ガ
ス

m
v

V
二

段
ペ
ヲ
ur

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

マ

下
駄
箱

マ
事
務
机

マ
テ
ー
ブ
ル

い
す

(子
ど
も
周
)

マ

ベ
ヒ
ー
タ

ー'ス

マ
慨

マ
卓
球
台

マ
車
い

す

マ
流
し
台
軍
外
且

マ
牟
'

J

プ
附
日
開

マ
プ
ロ
ッ
ク
マ

ヲ
ト

マ
じ
ゅ
う
た
ん

マ
子
ど
も
周
お
も

ち
。

マ
お
ま
る

マ
三
鎗
胤

マ

乗
用
お
も
ち

A
V

(

取
な
ど
)

マ

ベ

ビ
1
ペ
ヲ
ド

マ
マ
マ
コ
ト

マ

絵
本

【幼
児

m
-低
学
年
問
)

マ

ラ

γ
カ
セ

マ
冷
厳
郎

マ
ヒデ占有

デ
ヲ
キ

マ
テ
レ
ビ

10月1日付け「広報J5ペーシの「池波正太郎上悶段」に誤り

があり まLた。r，ドー也さん」とありま したが 「巾一弥さん」

の出りです.訂正し、おわびします。

訂正とおわび

16 10. dil6ラ;f.!.!9[5] 



平成9年地価調査結果
このほど県から地価調査結果が尭表されました。

地価調査は、国土利用計画法による土地取引白

規制を適正かっ円前に実施するため、同法施行令

第9章第1項の規定により、県知事が樟年1凶基

準地を調査し、その結果を公長するものです。こ

れは、国¢行ヮ地価公示と併せて一般の土地を売

11する際四日安となる価格です。市役所4F (用
地調整)、支所、市立図苫館で閲覧ができます。

園地価踊査基準地価情表 基準地 1olあたりの価絡 (伺/olll 

雄輔部調換随時言阿殉盤蕗通事
展示会を開催しますので、この機会にぜひご見学くださ L、。

マ展示期間 10月31日脚-11月9日旧)マところ 上田市大

字越戸浦野南団地内 マ展示戸数 5戸 マ主催長野県・醐

長野県建築住宅センター・長野県住宅供給公社 マ問い合わせ

長野県住宅供給公社 (固 026-227-1210

平成g年基準地の所在および地番
ならびに住居表示

材木町1丁目132番2
「材木町H2-18J福

祉
医
療
費
給
付
金

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

••• 
健
康
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
日
月

1
日
診
療
分
か
ら
医
療
費
、
薬
剤
費

の
自
己
負
担
分
が
藍
わ
り
ま
し
た
が
、

改
正
佳
の
自
己
負
担
哨
額
分
は
従
来

ど
お
り
給
付
目
対
説
と
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
医
療
給
付

保

(
8
1
6
0
9
)

平
成
叩
年
版
農
業
日
誌

新
農
家
歴
を
あ

っ
せ
ん

••• 
長
野
良
林
統
計
協
会
上
小
豆
埴
支

部
で
は
平
成
叩
年
版
民
業
日
誌
と
良

家
歴
の
予
約
を
畳
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
農
業
日
肱

B
6版
5
7
0耳

(予
約
特
価

1
4
0
0円
)

マ

新

塵
牽
歴

A
5版
印
頁

(予
約
特
価

4
日
日
円
)

マ

予

約

口

月

口

日

ま
で
に
股
林
課
民
業
指
興
慌

(回

@

5
1
2
3)
 

叩
月
は
土
地
月
間
で
す

取
り
引
き
前
に
届
け
出
を

••• 
生
か
し
て
壇
お
う、
大
切
な
土
地
を
ノ

土
地
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設

-Lm一開

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業
主
判

E
M

9
月
定
倒
布
曙
会
が

9
月

9
8か
ら
叩
目
ま
で
聞
か
れ
ま
渡

一守
一叩
一聞

し
た
。
今
回
は
、
川
信

3
0
7
7
万
円
を
計
上
し
た
平
成

9
肘

T
ムー
H
+山

年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
老
人
福
祉
施
殴
条
倒
の
一
部
改
た

一額
一日
一町

正
な
ど
田
園
祭
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決

-am盟
さ
れ
ま
一
つ

一博
一開

削

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
韓
額
は
、
配

一匠
一郎
一即

4
5
0億
3
2
5万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
平
壷
員
で

一線
一
M

3

E

‘

量
一

会
垂
員
に
児
占
知
日
押
さ
ん
(
柑
歳
三
好
町
)
、
固
定
置
臨

一

度
解
価
員
に
加
藤
勝
彦
さ
ん
(
目
指
十
訊
栂
町
)
が
そ
れ
ぞ
市

一

れ
選
任
さ
れ
、
人
権
鎗
直
垂
員
に
西
湾
三
郎
さ
ん
(
間
最
・
月

一

上
宣

賀

)

が

縫

蘭

さ

れ

ま

し

た

。

・

一

-
主
な
量
倒
田
制
定
・
直
正
草
ど

マ
上
田
市
老
人
福
祉
施
世
条
倒
の

一

部
改
正

[内
審
]
在
宅
介
聾
支
担
セ
ノ
タ
ー

が
、
従
来
の

2
か
所
の
ほ
か
、
坦
図

と
神
科
に
設
置
さ
れ
た
-
』
と
に
伴
ヲ

条
例
の
改
正。

併
せ
て
、
却
時
間
巡

回
型
ホ
ム
ヘ
ル
プ
サ
ビ
ス
事
輩

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

園
一

般
会
計
補
正
予
算
白
内
容

マ
住
民
車
等
自
動
主
付
機

輯
務
費

股
置

1
7
2
万
円

マ
精
練
障
害
者
適
所
訓
練

衛
生
費

事
業
補
助
金5

4
1万
円

マ
精
神
障
害
者
共
同
住
居
運
営
費
補

助
金

1
7
2万
円

市
内
で

5
0
0
0
d以
上
回
土
地

に
つ
い
て
売
買
な
ど
の
取
り
引
き
を

す
る
場
合
、
事
前
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
個
々
の
而
般
の
合
計
が

5
0

【6J16 10. 

般会計

特別会計

広8ラj{~9

マ
よ
問
地
波
フ
ラ
ワ
ー
デ

農
林
費

ザ
イ
ン
事
皆
無
負
担
金

1
9
7万
円

マ
置
と
水
辺
を
活
用
す
る

商
工
費

ま
ち
づ
く
り
事
量

4
憶

8
0
3万
円

(3
憧

6
9
6
2万
円
・
償
輔
自

担
行
為
〉

[内
容
]
展
示
館
睦
置
ほ
か

マ
岳
の
蝿
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会

式
出
渇
補
助
金

7
5
0万
円

マ
廃
止
路
線
代
替
パ

ス
理

土
木
畳

行
補
助
金

7
0
0万
円

マ
第

一
中
学
綬
移
転
改
革

教
育
費

事
業
(屋
内
運
動
場
整

備

)

8
償
8
0
0
0万
円

〔楠
山
輔
負
担
行
為
)

マ
マ
レ
フ
ト
ゴ
ル
フ
織
畳
備
事
量

3
5
0
0万
円

日制に県下ー斉秋の河川バトロールを行います。
目立ち、水質汚濁の原因になっています。ごみは持ち帰るよう心がけましょう。
120) 

ooJmを
超
え
る

一
回
目
土
地
取
引

の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

用
地
調
整

(困

1

7
0
3)
 



キ目の • 

各
種
就
職
面
接
会
開
催

就
職
希
望
者
は
ど
う
ぞ

恒.uで確実怠口座振替のご制聞を

納期限10月31目(創
• di以l~悦 s 期・I刈民健lh保険税 4WJ 

••• 
マ
名
称

就
職
相
談
の
つ
ど
い

[
叩
月
お
日
附
午
後
2
時
1
4時
]
、

東
信
地
域
新
規
大
字
等
卒
業
予
定
者

対
輩
就
職
面
接
会

[日
月
7
日
幽
午

後
l
時
1
4
時
]
マ
と
こ
ろ

上

回

商

工

会

議

所

マ

問

い

合

わ

せ

上
回
公
共
職
業
安
定
所
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
部
門

(圃
@
E
6
0
9)

合月
の
納税

駅
『温
泉
口
』
へ
の
道
路

高
さ
制
限
に
ご
協
力
を

••• 
郡
市
計
画
道
路
南
天
神
町
市
回
線

由
別
所
線
路
切
付
近
が
、
別
所
線
高

架
橋
架
設
工
事
の
た
め
叩
月
刊
日
1

来
年

9
月
ぬ
日
の
閥
、
3
・5
メ
ー

ト
ル

(四
月
お
日
か
ら
は
3
・8
メ
ー

ト
ル
)
田
高
さ
制
限
と
な
り
ま
す
。

マ
問

い
合
わ
せ

都

市
計
画

課

(回

@
5
1
2
7)
 

相談名 日 時 会場なと

11月14日働
法裂き 相談 113130~15a 30 

市書
(予約制) 3月028日 生活環境課

13:30-15:30 (本序舎1階)
土地建物相談 11月13日同

1300~11日UB嗣0O 0 
凡(権南庁問初舎対1面階百) 人権・悩みごと相談 111T310J月f0~ 6 。

• '" ro' Ili !1l ""， !.1"~ 1日出
。

('本農庁業委舎員2会踏)地問題相 談 8:30-17心。

行 政 相 談 11。月。10日明) 上図酉或10:00-15:00 

1毎0渇00火~曜15日00 心配ごと棺続

摘継よろず相敏 毎週月~金唱日

ト
9 : 00-16: 00 社会福祉協議会

法
律(予約制網) 

談 11月158出 (H@80 8 0) 
10:00-正午

児 盆 相 鮫 毎3週0土沼目
13咽 -15咽 30

結 婚 相 談
毎週水町置臼

E(2蚕@福3盈o協8議2会) 10: 00-15 叩

洛律(予 相談 113月019日嗣
約制)

13:30-15曙。0。0 目
上回商工会議所

保険年金相 談 毎S週Y心月。-金 ("@4 5 0 0) 
卜毎 -16 

市交通民事故相領談談
週月~金曜日

市世; |1卜~(;皐宰循内庁線守祉1課610課8t) ) ) 

9:00-16:00 

児 責 網談 毎週9:0月0~~1金6曜叩日

母子 婦人組骸 毎週9:0月0~~1金6凹嘱目

高年齢者職業相談
毎週月~金曜臼

高年働者破業網談室

8:30-17:00 
(上回パートサテライト内〕

(H@801 1 ) 

保育(・電子話相育談て)相殴 毎週月~金唱自 子育て支援センタ
9:00-16:00 

保育(・面子鎗棺育談て)繍談毎週火O暗~日1・木00漕日南部保育箇内緒酷室
9:00-16:00 包申3096)
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「研究とロマン」亘講演会森

がん研究の先駆者であ畠上田市出身の山極勝三郎博士をし

のんで、同じ構理学者である森E先生に、研究者として歩ん

だ人生を振 り返 りながらお話を Lていただきます。

おおぜいの皆さんのご聴講をお願いLます。

10月29日附午桂1時30分-3時

上田市医師会館講堂(回~O 655) 
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よ田市、よ田市医師会
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マ経膝

東京大学医学部卒業、米国ヱ ル大学・英国ケ Jブリッジ大学

留学、東京医科箇科大学教授、東京大学E学郵隻 東京大学総

長国際病理学会也磯会会畏ほか

マ現在

日本医学会会長、東京大学名雀教鏡、 科学校術会議議員、 医道

審輪会会長、 国際大学也会会長 日本学士院会員、米国科学ア

カデミー外国人会員ほか
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1>畳付時間 ①乳幼児他康診査 (4か月児・ 10か月

児 ・l歳6か月児 ・3域児) 午桂 l時-2時②2

歳児教室午後l時-1時15分 1>持ち物 ①乳幼児

健康診査 母子他Q1手帳、健康誌査束、パスタオル、

おむつ、車ちゃん手帳、歯プラン (1歳6か月児)。

4か月 ・l政 6か月児は、赤ちゃん手帳田中にある健

康器査誌に記入してお持ちください。3歳児は、健康

語査再生と悦穂党検査のアノケ 卜をお送りしますので、

ご記入のうえ、お持ちください。また、尿検査の容器

もお持ちくださ L、。 ②2歳児教室歯プラン、コッ

プ、おやつ代(実費)、おやつ用はL・スプーン ・フォー

クなどとおJJ11

・惇健センタ

@l62国.11月の乳幼児健康診査・教室
1iID@8244 健康推進課

.上小『いい歯の日』フェスタにこ'参加を/

「めざそう 8020、いい歯は一生白宝ノ」をテー

マに、上小 n、い歯の日』フェスタを開催します。

bとき 11月8目的午桂l時-4時 bところ 上

岡市文化会館大ホ ル 1>内容 ①曲目他康コンクー

ル表彰式②お口白すこやか度チェック 喧歯田健康

ワンポイ ノトアドバイス ④講由 『口の中から健康を

見つめるJ(講師大阪大学医学部 ・新庄文明さん〕

⑤先着500名に 「旬のもの」などをプレゼン卜

b問い合わせ 上回小限歯科医師会 (002160)

健康診査 実 施 日 生 年 月 日

4か月
11月48 9.6.16-6.30 
11月18日 9.7.1 -7.15 

10か月
11月13日 8.12.16-12.31 
1 1月25日 9.1.1 -1.15 

1車6か月
11月5自 8.4.16-4.30 
11月19日 8.5.1-5.15 

3晶
11月7日 6.10.1-10.15 
11月21日 6.10.16-10.31 

2歳児教室
11月12日 7呂 1-8.15 
11月27日 7.8.16-8.31 

(市役所南IT舎 2階)
『健康教室』

いつまでも健康な生活を送っていただくため保健楠

噂日が中心となって 『他国E教室』を聞きます。どなた

でもお宮曜にお出かけください。なお、 40歳以上で他

康手艇をお持ちでなL、かfこには当日お渡し Lます。

仁〉問い合わせ 健康推進謀 (008244)

聴いて/見て、.来て、

-r保健教室』の日程表
l とき | 時間 | 場所 |講師 | 内容

10/21ω|悶ト1叩|まほろ"の星交流会館|栄養士 |附な制創世州司

J 当日 血圧潤定も実施します

-川酉社会福祉センター (j範囲 川西地区のかたのみ)

9.6.16-7.15 
8.12.16-9.1.15 

4か月
10か月

実施します/『健康増進クリニック』• 1 1月28日

-塩国母子健車センター(塩園 川西地区のかたのみ)

|1歳6か月 I11月11日 8.3.16-5.15 

※塩田地区・川西地区の乳幼児健庸鈴査は、4月か

ら会織が合同になりましたので、ご最知ください。

~~ : 4月から、新たに'2轟児教室』が加わりました。

36都道府県から約450団体、2000名が書JJI1
して 『第41司全国主性消防団貝活性化信州上回大会』

が、11月2日に上田市民会館で開催されます。

これに合わせて、11月2日に消防・防災白最新情

報を集めた r消防防災展と信州白物産展』が行われ

ます。

第 4回全国女性消防団員
活性化信州上回大会

bとき 11月18目的午前8時45分~午後 1時(受け

付け午前8時45分-9'.')じ〉内容 尿、血液(llJfiu、
臨圧、心電図、歩行運動05分)、栄聾話断(宜生活)、

骨密度測定、体脂肪測定等 じ〉料金 1380円 b 
対象 おおむね59歳以下のかた05名程度) 1>申し込

み・問い合わせ 上田保健所保健予防諜(固③714

8)へ11月7日までにどうぞ。

f同時開催 E消防防展と酬の物産展l】l

11月2日(日)午前9時~午後5時

・ところ 上田市民会館・上回城跡公園

消防車等機器の展示、県防災ヘリコプターの展示

も予定しています。当日、正午ころから「はしご乗

りH消防太鼓Jiラッバ隊・音楽隊の吹事」を行い

ます。

-とき
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大会事務局 (匠陶2332・消防本部内)
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